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慶応大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことである。　　　　

になるシで割ったときの余りがサを分条件は、存在するための必要十

個の値がな確率を最大にするようを固定したとき、この確率を考える。

出る≦≦回の目がちょうど回投げるとき、て次に、さいころを続け

のときである｡コ大になるのはであり、この確率が最
ケ

確率は

出る≦≦回の目がちょうど回投げるとき、さいころをつづけて
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